
　　明治
めいじ

22（1889）年
ねん

、山形県
やまがたけん

の私立
しりつ

忠愛
ちゅうあい

小学校
しょうがっこう

で、貧
まず

しい子
こ

どもたちへ食事
しょくじ

を提供
ていきょう

したのが

始
はじ

まりとされています。この学校
がっこう

は大
だい

督
とく

寺
じ

という寺
てら

の中
なか

にあり、お坊
ぼう

さんたちが家々
いえいえ

を回
まわ

ってお経
きょう

を唱
とな

え、いただいたお金
かね

や食
た

べ物
もの

を使
つか

って食事
しょくじ

を用意
ようい

していました。全国
ぜんこく

各地
かくち

に広
ひろ

まりましたが、

戦争
せんそう

による食料
しょくりょう

不足
ぶそく

で中止
ちゅうし

せざるを得
え

なくなってしまいました。

　　戦後
せんご

、子
こ

ども達
たち

の栄養
えいよう

状態
じょうたい

の悪化
あっか

を心配
しんぱい

する声
こえ

が高
たか

まり、昭和
しょうわ

21（1946）年
ねん

12月
がつ

24日
か

にＬ

ＡＬＡ（アジア救援
きゅうえん

公認
こうにん

団体
だんたい

）から給食用
きゅうしょくよう

物資
ぶっし

の寄贈
きぞう

を受
う

けて、よく1月
がつ

に学校
がっこう

給食
きゅうしょく

が再開
さいかい

され

ました。

　　昭和
しょうわ

２９（1954）年
ねん

に「学校給食法
がっこうきゅうしょくほう

」が成立
せいりつ

したことで、実施
じっし

体制
たいせい

が法的
ほうてき

に整
ととの

い、学校
がっこう

給食
きゅうしょく

は教育
きょういく

活動
かつどう

として位置
いち

付
づ

けられるようになりました。主食
しゅしょく

はパンが中心
ちゅうしん

でしたが、昭和
しょうわ

51年
ねん

に米
べい

飯
はん

が正式
せいしき

に導入
どうにゅう

されると、カレーライスや炊
た

き込
こ

みご飯
はん

が登場
とうじょう

し、献立
こんだて

内容
ないよう

が充実
じゅうじつ

していきまし

た。

日本
にほん

の学校
がっこう

給食
きゅうしょく

の歩
あゆ

み

　　いよいよ冬本番
ふゆほんばん

を迎
むか

え、朝晩
あさばん

の冷
ひ

え込
こ

みが厳
きび

しくなりました。寒
さむ

いと手
て

を

洗
あら

うのが億劫
おっくう

になりがちですが、風邪
かぜ

や胃腸炎
いちょうえん

などの感染症
かんせんしょう

を防
ふせ

ぐには石
せっ

けんを使
つか

ったていねいな手洗
てあら

いが肝心
かんじん

です。また、食事
しょくじ

や睡眠
すいみん

をしっかりとっ

て抵抗力
ていこうりょく

を高
たか

め、風邪
かぜ

をひきにくい丈夫
じょうぶ

な体
からだ

をつくりましょう。

　　冬至
とうじ

は、1年
ねん

のうちで最
もっと

も太陽
たいよう

が低
ひく

い位置
いち

に来
く

るため、昼
ひる

が短
みじか

く、

夜
よる

が長
なが

くなります。昔
むかし

は、太陽
たいよう

の力
ちから

が最
もっと

も弱
よわ

くなる日
ひ

とされ、この日
ひ

を

境
さかい

に太陽
たいよう

が生
う

まれ変
か

わり、運
うん

が向
む

いてくると考
かんが

えられていたことから、

ゆず湯
ゆ

で身
み

を清
きよ

め、邪気
じゃき

を払
はら

う小豆
あずき

や、「ん」のつく食
た

べ物
もの

を食
た

べて

「運
うん

」を呼
よ

び込
こ

む風習
ふうしゅう

があります。

令 和 7 年 度

河 野 小 学 校

河野給食 セ ン タ ー

幸運
こううん

になる言
い

い伝
つた

え

もあります。


